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印刷松浦印刷所

4月の人口の動き

出生男30女42計72
死亡〃21j・y16〃37
転入（L13〃86べ99
転出4・75ft62（L37

　

世帯数9．913

　

人□44．669

男21．452女23．217

国の指導援助で再建へ

借り入れ総額は約10億円
財政

　

大野市は合併以来、市民

の要請にこたえて、学校、

公民館、保育園、ゴミ焼却場、し尿処理

場、市庁舎、市民会館、学校プールなど

の建設、道路橋梁の新設改良、何回もの

大災害の復旧などの必要な多くの仕事を

してきましたが、これらの費用は、税金

やその他の市の収入だけでは足りないの

で、そのつど多額の借金をしてきたため

年々借金がふえ、昭和41年度末（3月31

日）には約10億円に達してしまいました

その内訳はグラフ（1）のとおりです。この

負債を人口1人当りに割りあててみます

と、1万6千612円でありまして、県内の

7市の中では最高であり、各市との比較

はグラフ（2）のとおりであります。

　

このように大きい借金は、市だけのカ

では到底再建できないことが数字の上で

はっきりしてきたので、地方財政再建促

進特別措置法の適用を受ける準用団体と

して再建を図ることとし、先月の定例市

議会で議決され、自治大臣に申請するこ

とになりました。

　　

期間は一応8年

　

昭和41年度の決算は5月末にできます

この決算を基礎にして42年度から一応8

年間で赤字を解消する目標を立て、その

ためにはどのようにして建て直しをする

かをじゅうぶん検討し計画をたて、さら

に市議会にかけてょく検討していただき

政府に対して承認の申請をします。

　

これが承認されれば、これに基づいて

毎年借金を返済していくことになります

が、ここ数年の間は、元金と利息を合わ

せて毎年約1億数千万円かかります。こ

れがこんごとも市の財政を苦しくする原

因です。借金の返

済と利息を払うた

めに、また借金を

しなければならな

いことになり、事

業は何もできない

ことにもなりかね

ない状態です。

　

財政再建の期間

は一応8年間を目

標にしていますが

その間にどのよう

な不測の事態が起

きるかもわかりませんので、毎年計画の

変更などについては国、県と相談をし指

導を受けながらやっていくことになりま

す。（2面につづく）

財
政
事
情
の
説

明
会
を
ひ
ら
く

　

市では財政の再建について

市民各層の協力を得るため、

4月18日市役所で財政事情に

ついて説明会を開き、市の窮

迫した実状をつぶさに説明し

財政の建てなおしについての

考え方を明らかにし、市民各

位の理解とこんごの協力をお

願いしました。当日の説明のあらましは

本号掲載のとおりです。（写真は財政問

題を説明する寺島市長）

投票率は88．8％

滋挙

　

4月15日行なわれた県知

事、県議会議員選挙の投票

率は88．8％でした。各候補者の大野巾に

おける得票数は次のとおりです。

△県知事

　

中川平太夫1万2千117票

　

北栄造1万1千525／／

　

佐々木五平180／／

　

牧野藤宗153＾／

△県議会議員

　

桑森邦夫5千379票

　

藤堂作衛5千〇44／／

　

面屋重雄4千640＾／

　

川田岩雄4千605〃

　

山崎正一4千506＾／

　　　　　　　

（大野市選挙管理委員会）

（1）市の借金の状況

総額

I．032M0干引
100％

あほなこっちや

　　　　

スモッグ

呼吸囚難です

　　　　　　

ーこいのぼりー

アホナコッチャ
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（1面からつづく）

　　　

どうしても必要

な事業はやれる

　

準用団体になっても、事業が全くやれ

ないということではありません。市とし

てどうしてもやらねばならない仕事があ

ります。グクフ（3）のように大野市は類似

市と比べて公債費の割合が大きいので、

普通の財政状況の市町村より窮祠になる

ことは当然のことです。すべての面で経

費は必要最少限度に切りっめ、借金を返

していかねばなりません。そのために国

の指導援助をあおぐもので、国からの援

助および制約をうける内容は大体次のよ

うになっています。

　

1．援助のおもなもの

イ、市の借金のうち利息の高いものは安

　

い利息の政府資金に切りかえること。

ロ、市の赤字額に対して2分8厘の利子補

　

給をすること。

ハ、赤宇団体は原則として起債は許可さ

　

れないこととなっているが、準用団体

　

になれば許可されること。

ニ、その他いろいろの面での指導援助

　

2．制約をうけるもの

イ、再建計画を作り自治省の承認をうけ

　

なければならないこと。したがって市

　

のやりたい事業でも認められないこと

　

がある。

口、人件費（給料●手当等）…物件費（備品・

　

消耗品●食糧費●電気料・電話料等）各種

　

補助金等は制限をうけること。特に各

　

種補助金については一定の制限率があ

　

り、従来のような補助はできないこと

大体以上のような内容ですが、これらの

ことは自主再建の場合にはこれらの政府

の援助がないわけですから、これ以上の

きびしい制限を自主的にやらなければな

らないことになります。

　　

皆さんのご協力を切望

　

財政の再建という仕事は、公共団体で

あれ民間会社であれ、また、個人経済で

あれ、非常な難事業であることは、申す

までもありません。しかし、この難事業

をやりとげなければ、将来の明るい大野

市の建設は望むべくもありません。市民

各位の御協力を切にお願いするしだいで

あります。

（2）県下7市における1人当たりの借金額

四
〇
年
度
末
現
在
●
単
位
円

（3）類似市と比較してみた場合

　　

の経費の割合

万々

大野市

類似市

j00°り

事故からこどもを守ろう
専門委
を設置

交通

　

市と市交通安全協議会は

4月14日こどもの交通安全

に関係のあるかたがたに集まっていただ

き「こどもを交通事故から守る専門委員

会」を設置しました。この会は、日を追

って増発する交通事故にそなえ学童園児

を交通事故から守ろうと小学校、中学校

幼稚園、保育所、公民館、警察署、土木

出張所、小中学校PTA、愛護センター

交通指導員、学区分科会、市役所、教育

委員会の代表で構成され、各小学校下、

または地区単位で活動しようというもの

です。実践事項は次のとおりです。

○学校、幼稚園、保育所での管理指導

　

（1）交通安全意識と実践の高揚

　

（2）右側通行の励行

　

（3）正しい横断歩行の訓練

　

（4）自転車の正しい乗り方

　

㈲中学生のバイク無免許運転防止

　

（6）集団登下校の徹底

○PTAその他各機関の協力を得て行な

　

う事故防止対策

　

（1）街頭での直接指導

　

（2）放課後の学区内パトロール

　

（3）家庭におけるこどものしつけの徹底

　

（4）自動車の危険性認識の指導

　

（5）こども会、交通自治班などの育成指

導

　

（6）通学道路の危険場所の改良、整備と

　　

交通規制

　　

春の全国交通安全運動

　　　

5月22日から31日まで

アッ危ない／そのスピードが死を招く

（運転者に）

1秒待つ心のゆとりが身を守る

　

（歩行者に）

飛び出すな車は急に止まれない

　

（こどもに）

（花の苗を求める市民たち）

　　

花の苗市場を開設

　

花いっぱい移動市場が婦人会、県農業

改良普及所、市職員の協力のもとに、4

月21日篠座神社で開かれました。これは

福井国体の開催を機会に郷土を花で美し

く、明るい、きれいな環境にする運動を

盛りあげようというものです。

　

この日は篠座神社の祭りとあって市場

は花の苗や、苗木を求める市民で混雑し

この1日で6万4千余円の売りあげがあり

ました。
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普断から注意を

少年消防クラブら表彰

防火
市消防本部は大火記念日に

あたる4月8日午前8時30分

から春季消防訓練を行ない、市民に防火

思想をかん起しました。

　

訓練は市内明倫町尾崎病院病棟東側付

近より出火し、南東の強風にあおられ、

北側一帯に延焼拡大しているという想定

のもとに、消防署員、団員ら376名、消

防ポンプ13台、小型ポンプ38台を出動し

て大がかりな訓練を行ないました。

　

このあと、市消防署音楽隊を先頭に市

中行進、分列行進し観閲式を行ない、ま

た、日ごろ消防活動に功績のあった巾副

団長土屋栄さんら48名と有終西小、下庄

小と有終中の各少年消防クラブが表彰さ

れました。

（表彰を受ける有終西小少年消防ク代表）

みんな元気で

明るい生活を築こう

国体市1民運動

　

5月の市民運動強

調目標は「健康を増

進しよう」です。

　　

おもなしごと

△ソフトボール教室＝勤労青少年、小中

　

学生を対象として実施します。

△歩け歩け運動＝各地区ごとに実施しま

　

すから奮って参加してください。

△巡回体操教室＝町内部落で実施。

△ハエぼくめつ薬剤さん布＝薬の申込は

　

保険衛生課へ。

△ごみ入れ容器普及＝保険衛生課ではポ

　

リエチレン製のフタ付きのものをおす

　

すめします。

△花だん整備＝各家庭で1坪花だんをつ

　

くろう。

△国旗掲揚運動旬間＝祝日には全戸国旗

　

を掲げよう。

△市民防火の時間運動＝毎夜9時半にサ

　

イレンを鳴らします。寝る前に火元を

　

確めよう。

　　

児童福祉週間

　　

5月5日～5月11日

○こどもが川に落ちないように

○きけんなところに遊ばせないように

○きけんなものを持たせないように

○よい環境の中でのびのびと育てよう

　

5月21日は家庭の日

○家族みんなで話しあい、楽しみあ

　

い、力を出しあいましよう。

○あなたの家庭にふさわしい行事を

　

くふうして実施しましよう。

　　　

5月のテーマ

みんなで力をあわせ、家の内外をき

れいにし、美しい花だんをつくり、

わが家を花でかざろう。

噺鮮専歴史昨

7代藩主土井利忠の業績

文化8年（156年前）誕生

　

文政元年8才で

大野藩主となる

　

明治元年58才で

没

　

神童と評判のあ

った利忠は、幼時

から学問を好み、

天保3年22才の時

儒学者として有名

な朝川善庵を招いて、師として家臣と

ともに経世済民の学を研究した。その

講学は利忠の一生に強い感化を及ぼし

た。

　

天保11年、利忠30才の時、江戸から

杉田成郷を招へいしてオランダ語を学

び、西洋の文化に深い興味をもった。

やがて全国の大名に先がけて蘭学所を

設立して、盛んにオランダ書を訳述さ

せて、世界の文化を吸収し世界情勢を

知った。

　

産業面では、牛糸の増産と絹織物の

発達をはかり、う

るし・こうぞ・たば

この栽培に力を尽

し、面谷鉱山の増

産を促し、洋帆船

大野丸を新造して

全国に回漕し、各

所の大野屋の商売

発展を助ける等々

の致富殖産の施策にも、めざましい発

展をとげた功績は大きい。

　

明治15年に建立した柳廼社は、利忠

を杷った神社である。

　　

（り真は柳廼社）

五
月
の
イ
ネ
管
理

豊かな米づくり

　

豊
か
な
米
づ
く
り
運
動
も
第
二
年

度
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
と
し
は
二
十

五
万
俵
の
出
荷
目
標
達
成
に
努
め
、

農
家
の
み
な
さ
ん
が
お
a
に
力
を
あ

わ
せ
、
技
術
の
改
善
を
進
め
、
よ
り

少
な
い
労
力
で
収
量
を
商
め
、
農
家

所
得
の
増
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
肖

面
は
次
の
こ
と
を
必
ず
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◇
苗
代
の
消
毒

　

イ
モ
チ
病
や
害
虫
を
防
除
す
る
た
め
に
カ
ス

チ
オ
ン
粉
剤
等
を
田
植
四
、
五
日
前
に
散
布
す

る
。
代
か
き
作
業
は
田
植
時
期
よ
り
あ
ま
り
早

く
し
な
い
、
活
着
不
良
、
雑
草
発
生
が
多
く
な

る
た
め
。

　

◇
密
植
の
励
行

　

従
来
坪
当
り
六
〇
～
六
五
株
で
あ
っ
た
の
を

七
〇
～
七
五
株
位
と
す
る
。

　

◇
浅
植
に
す
る

　

深
植
え
に
す
る
と
根
づ
き
が
お
く
れ
生
育
も

分
け
つ
も
悪
く
な
る
。

　

◇
中
耕
除
草
は
早
め
に

　

◇
除
草
剤
の
使
用
は
慎
重
に

　

田
植
前
除
草
剤
の
散
布
は
取
止
め
る
か
減
量

し
、
特
に
ム
ラ
ま
き
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
。
中
緋

の
後
P
C
P
ま
た
は
パ
ム
コ
ン
粒
剤
を
反
当
一

袋
以
内
使
用
す
る
。
ザ
ル
田
に
は
使
用
し
な
い

　

◇
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
の
防
除

　

こ
れ
ら
の
虫
害
か
ら
守
る
こ
と
は
初
期
生
育

促
進
の
た
め
重
要
で
、
B
H
C
バ
イ
ジ
。
卜
粉

剤
を
散
布
す
る
。

　

◇
葉
イ
モ
チ
は
早
期
防
除
で

　

発
見
し
だ
い
カ
ス
ミ
ン
粉
剤
を
散
布
す
る
。
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デコボコ市道の汚名返上

道路

　

市は建設課に道路補修係

を設置して道路網の補修を

重点的に行ない市民のサービスにあたっ

ています。

　

市道の路線は現在348路線、総延長は

336ん。（補装分8賊）で大野市から浜松市

までの距離に匹適します。

　

ことしの道路補修工事費は路側なおし

に500万円、材料の砂利5千500雇分とし

て500万円となっています。現在、路面

補修にはダンプカー3台、グレーダー1

台、パワーショベル1台を運転し、40．9

風水害の復旧により生じたデコボコ市道

の汚名返上に全力を尽しています。

　

なお40…9風水害の土木関係復旧工事に

ついては一応平坦地は完了。現在は若生

子地係の仙翁谷線の復旧にあたっていま

す。

　　

（路面補修にあたるグレーダー）

650本を目標

献血

　

市献血推進協議会では、

ことしは昨年の実績より80

本多い650本の献血を目ざし、目標達成

のために関係機関の協力を得て献血思想

の普及徹底を図ることになりました。

　

献血は昭和40年から始められ、年々善

意の献血運動が盛りあがり好成績を得て

おります。ことしも協議会では日赤の移

動採血車「いぶき号」の県内巡回計画に

もとずいて市民の皆さんにお願いにいき

ますので従来以上のご協力を望んでいま

す。血液は人の命を救う大切なもの、私

どもはいつ輸血の必要が起るかわかりま

せん。お互いのためにみんなで血液を出

しあいましよう。

　　　

献血ありがとう

　

昭和41年度中に献血された方は次のと

おりです。ご協力ありがとうございまし

た。（カッコ内は月）

△（7）大野高等学校生徒11名△（8）大野警

察署および隣接官公庁職員27名△（9）福

井銀行職員、商店街一般市民106名△

的小山、乾側地区一般市民64名△吻大

野市農協、食糧事務職員、その他48名

△如上庄農協上庄小学校職員、日赤奉仕

団、その他72名△（1）市役所、水本学園

高等女学校職員生徒58名△（2）松田甲機

業場、稲山機業場n5名△（3）大東染工

西谷物産、その他82名

　　

川ヘゴミを捨てると

　　

罰金が待ってます

゛川ヘゴミを捨てないようfへもう聞き

あきるほど聞いた言葉ですが、まだまだ

これが守られていないようです。ご存知

かとも思いますが、清掃法によりこうし

た行為に対しては「3万円以下の罰金また

は拘留、もしくは科料」が課せられるこ

とになっています。こんな法律が全然い

らない町に早くしたいものです。川も公

けのものです、下流の人に迷惑をかけな

いのも小さい善意。来年は国体です。す

がすがしいかおりのある町にしましよう

固定資産税などにつきお願い

税金

　

昭和42年度の固定資産税

の通知書を4月20日付で納

税者の皆さんにご通知しましたが、中に

は昨年に比較し幾分増額になった方もあ

るかと存じますが、次に申し上げるよう

な措置により全県または全市的な取り扱

いで増額となっていますので、よろしく

ご理解くださって納税に格段のご協力を

お願い申し上げます。

（1）家屋については従来、外観的に見て評

　

価していましたが、昨年評価基準に基

　

いて部分的再評価を行いました関係で

　

中には25％程度課税評価額が上った家

　

屋があります。

（2）土地について（宅地、山林のみ）時価

　

額と課税のための評価額があまりにも

　

差があるので、これを近づけるための

　

法的措置に基き評価しますので、ここ

　

数年間は毎年12％程度評価額が上昇し

　

ます。

おしらせ
■年金受給の皆

さんへ福祉年金

（老齢、障害、母子の5月期分）を受け

られたらすぐ市役所または公民館へ証書

と印かんを持参してください。この届け

をされないと今後の年金は受けられませ

ん。

　

■小児マヒ経口生ワクチン投与

　　

5月16日阪谷、富田公民館

　　

5月17日下庄、乾側公民館

　　

5月18日上庄、小山公民館

　　

5月19日大野、五箇公民館

○時間は通知書のとおり

○対象者昭和41年1月1日より同年12月

　

31日までの出生者

○手数料60円

　

小児の保護者が昭和41年度の市民税が

　

均等割又は非課税の場合、実施時に生

　

活保護法による被保護者の場合は無料

凰．見鶏

　

新
し
い
住
居
表
示
が
昨

年
の
十
月
に
当
市
で
実
施

さ
れ
た
。
し
か
し
な
ぜ
こ

れ
が
で
き
た
の
か
明
確
に

答
え
る
L
へ
は
暇
外
小
y
い
。

？
都
市
に
お
い
て
は
年
々
人
口
密
度
が
濃
く
な

る
一
方
で
、
平
面
的
な
住
居
構
造
は
勢
い
立
体

的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
都
市

の
近
代
化
が
強
く
叫
ば
れ
て
き
た
一
要
素
と
し

て
新
住
居
表
示
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

た
。
▼
当
市
は
小
京
都
と
も
言
わ
れ
割
り
合
い

わ
か
り
や
す
い
町
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
個
々

の
番
号
番
地
は
昔
の
地
籍
番
号
の
ま
ま
で
一
貫

性
は
な
い
。
こ
れ
を
東
京
都
の
一
地
区
に
例
を

と
る
と
、
そ
の
番
号
を
番
号
順
に
追
っ
て
製
図

す
る
と
十
八
時
間
か
か
り
、
現
地
を
歩
こ
う
と

す
れ
ば
三
日
も
か
か
る
と
い
わ
れ
る
。
▼
一
秒

で
も
早
く
、
パ
ト
カ
ー
と
か
、
救
急
車
あ
る
い

は
医
師
な
ど
が
日
的
地
に
向
う
時
に
は
、
住
居

表
示
の
た
め
の
符
号
で
あ
る
町
名
と
番
地
を
た

よ
り
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。
昔
の
ま
ま
の
姿
で

は
、
人
命
を
し
ば
し
ば
危
地
に
お
と
し
い
れ
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

町
名
と
番
地
の
ほ
か
な
ん
ら
か
の
目
標
物
を
教

え
れ
ぼ
い
い
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
出
る

が
、
緊
急
な
場
合
に
は
目
標
を
適
確
に
告
げ
る

余
裕
が
な
い
。
夜
な
ど
は
そ
の
目
標
物
を
捜
し

だ
す
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
る
。
郵
便
物
、
荷

物
な
ど
の
遅
配
も
こ
の
例
外
で
は
な
い
。
？
欧

米
で
は
郵
便
を
出
す
場
合
は
道
路
名
と
ハ
ウ
ス

●
ナ
ン
バ
ー
を
記
す
だ
け
で
相
手
の
氏
名
を
書

か
な
い
で
も
確
実
に
到
達
す
る
と
い
わ
れ
る
。

外
国
か
ら
来
た
旅
人
が
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に

行
先
を
告
げ
れ
ば
、
す
ぐ
日
的
地
に
到
着
で
き

る
こ
と
は
大
都
市
に
お
い
て
も
普
通
だ
そ
う
だ

？
古
き
町
名
を
慕
う
人
情
は
尊
い
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
で
は
真
の
近
代
化
は
で
き
な
い
。
三
百

五
十
年
有
余
続
い
た
元
大
野
町
の
脱
皮
を
新
住

居
表
示
と
と
も
に
で
き
れ
ば
、
過
渡
期
に
お
け

る
不
都
合
も
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
と
も
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
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